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事 業 名 事 業 区 間 総事業費 3.0億円
事業種目 港湾事業

重要港湾東播磨港改修事業 東播磨港高砂地区(高砂西港) 内用地補償費 － 億円

所 在 地
着工予定
年 度

完成予定
年 度

高砂市
たかさごし

高砂町
たかさごちょう

沖浜町
おきはまちょう

Ｈ２３ Ｈ２７

事 業 目 的 事 業 内 容

【泊地浚渫(-5.5m)】
面積 A=5ha、土量 V=6万m3 
【ふ頭内緑地】

面積 A=0.3ha 
【臨港道路整備(臨港道路 高砂西臨港線)】
延長 L=0.6km 
（負担割合 国 1/3 県 2/3）
※岸壁(-5.5m)、背後のふ頭用地は整備済み

・高砂市臨海部では、市民の参画と協働のもと「高

砂みなとまちづくり構想(平成 17年)」が策定さ
れている。その中で高砂西港の再整備は先導プ

ロジェクトに位置付けられており、事業実施に

よりその実現に寄与する。

・暫定水深(-4.0m)のままとなっている泊地の計画
水深(-5.5m)を確保して背後企業の需要に応える
ことにより地域産業の活性化を図る。 
・ふ頭内緑地、臨港道路(歩道)を整備し、県民が集
えて憩える親水・水辺空間を創出するとともに、

歩行者及び自転車等のアクセスを強化する。

【関連事業(民間事業)】
専用岸壁(-5.5m) L=140m 
ふ頭用地 A=3.3ha 
緑 地 A=0.2ha 

評価視点 評価結果の説明

(1)必要性 ・高砂西港は岸壁(-5.5m)、ふ頭用地は整備済みであるが、昭和 40年代に底質土砂

の PCB(ポリ塩化ビフェニル)汚染があったことにより、泊地は汚染土壌を除去し

た暫定水深(-4.0m)のままになっている。そのため、背後の立地企業の港湾利用

の需要に応えられない状況が続いており、港湾物流機能を確保する泊地の早期浚

渫が必要である。

・高砂西港周辺は、市街地から比較的近い立地条件であるにもかかわらず、閉塞

し、市民が気軽に海辺に近寄れる親水・水辺空間が少ない現状にあり、ふ頭内

緑地、臨港道路(歩道)の整備が必要である。

(2)有効性・効率性

○事業執行環境

・計画水深の確保により、年間 24万トンの取扱貨物が見込まれる。（平成 20年近
隣企業へのヒアリング）

・モーダルシフトの推進により、輸送コストが削減されるとともに、CO2 発生量
が減少する。

・費用便益費 Ｂ／Ｃ＝12.0 
・専門家・市民・企業・行政で構成する｢高砂西港再整備推進協議会｣において公共

ふ頭の必要性や整備内容を説明のうえ、十分議論されており、事業執行環境は整

っている。(平成 19年度より 8回開催)
(3)環境適合性 ・浚渫土砂(約6万m3)は隣接専用ふ頭埋立事業と調整し有効利用を図る。 

・公共ふ頭の利用によるモーダルシフトで、年間約1000tのCO2の削減が可能。
・ふ頭内緑地の整備により、水辺に触れあえる親水・水辺空間が創出される。

(4)優先性 ・「高砂みなとまちづくり構想(平成17年)」の中で先導プロジェクトに位置
付けられ「未来に向けた高砂西港みなとづくり(平成21年4月)」の中で平成20
年代中期の実現を目標としており、早急に事業を実施する必要がある。

・隣接専用ふ頭埋立事業と同時に事業を実施し、浚渫土砂を有効利用するなど相乗

効果を最大に発揮させるため、平成23年度から事業着手が必要である。

港湾－１



港湾－２

アクセス計画
・相生橋西詰交差点(交差点改良)

・(都)沖浜平津線南端部

・(臨)高砂西臨港線(歩道)

港湾整備
・専用ふ頭(泊地埋立)

・公共ふ頭(泊地浚渫)

東播磨港平面図

高砂西港周辺再整備の基本的な計画概要（港湾関係）（未来に向けた高砂西港みなとづくり H21.4）

高砂海浜公園
あらい浜風公園

親水空間
・盛立地南側部

・専用ふ頭部

・公共ふ頭部

高砂工業公園

山陽電鉄荒井駅

(都)沖浜平津線

(一)明石高砂線

播磨地区

西二見地区

加古川地区

高砂地区

荒井地区
伊保地区

尾上地区
別府地区

東二見地区

二見地区

事業箇所
加古川市

明石市

播磨町

国道 250 号

国道２号

加古川市役所

(一)加古川

兵庫県加古川総合庁舎

加古川バイパス

東播磨南北道

山陽電鉄

荒井駅

高砂市
姫路市

JR山陽本線

山陽新幹線

山陽電鉄

公共ふ頭
専用ふ頭

(主)高砂北条線

(主)加古川小野線

(一)八幡別府線

(一)明石高砂線

相生橋西詰

交差点改良

(都)沖浜平津線

道路改良

(臨)高砂西臨港線

歩道設置

山陽電鉄高砂駅

山陽電鉄

高砂駅

盛立地

凡例

赤字：当事業分



計画平面図

現況写真

浚渫 60,000ｍ3
公共岸壁（-5.5m）３ﾊﾞｰｽ×90ｍ=270ｍ 取付護岸 30ｍ

歩道整備 L=600ｍ緑地 A=2,900 ㎡

凡例

赤字：施工内容

黒字：既設施設

青時：関連事業

専用ふ頭

（埋立免許申請中）

（浚渫土砂処分場所）

公共ふ頭

港湾－３

泊地浚渫(-5.5m)

V=60,000ｍ3

凡例

ふ頭内緑地

浚渫範囲

臨港道路整備

関連他事業

緑地 A=2,900 ㎡

歩道整備 L=600ｍ

泊地浚渫(-5.5m)

V=60,000ｍ3

関連他事業

(埋立)



泊地浚渫 計画横断図

臨港道路横断図(標準部)

0.50 3.50 3.50 0.50

3.00 4.00 4.00 1.50

港湾－４

車道部整備済み

臨港道路現況

凡例

歩道設置予定箇所

+0.05

+1.60

+3.55

凡例

浚渫箇所



【高砂西港再整備事業 工程表】

【費用便益比(Ｂ／Ｃ)】

【費用便益比(Ｂ／Ｃ)算出根拠】

費用（Ｃ）

便益額（Ｂ）

（百万円） 総費用

（百万円）

事業費

（百万円）

維持管理

費

（百万円）

Ｂ／Ｃ

①輸送便益 （輸送コスト削減額） 3,553

②環境便益 （CO2 削減便益） 3

計 3,556

295 280 15 12.0

港湾－５

主な便益（Ｂ） 算出方法

①輸送便益 （輸送コスト削減額）
・公共ふ頭の整備により、陸上輸送が海上輸送に転換され
輸送費用が削減される

②環境便益 （CO2 削減便益）
・輸送手段が変わる（自動車→船舶）ことにより、排出ガスが
減少する

公共埠頭整備

関連他事業

専用埠頭埋立整備
（浚渫土砂処分場所）

H24年度

浚渫

H23年度

埠頭用地(緑地)

H26年度 H27年度H25年度

臨港道路


